
穴
麓
誠
醸
解
弐
鰹
箪
三
種
郵
便
物
認
海
大
班
士
民
二
貧
楽
細
密
・
型
“
塑
仔
）

　　三三第巻七第
　　　號x十七第
三験H一月三年一一十正大：

．
朱
子
の
丁
丁
…
…
…
…
…
：
：
・
－
…
・
丈
學
ま
浦
川
源
苔

　
ぜ
ヲ
オ
ユ
イ
の
祇
會
生
理
學
…
…
…
文
鵬
士
　
鋼
・
薩
　
　
勇

　
精
紳
窒
素
…
…
－
－
：
…
・
・
…
…
－
文
學
ま
櫓
騎
淺
太
耶

　
カ
ン
ト
哲
學
に
於
け
る
「
實
践
的
」
の
意
義
…
…
・
…
…
…
…
・
…
：

　｝　
：
…
…
…
：
…
：
：
・
：
…
：
：
…
：
：
・
文
雄
士
三
二
理
作

一
彙
報
、
新
著
紹
介
其
他
：
…
：
…
：
…
：
・
・
…
…
…
…
…
…
－
●
：
…
…

内翻學文學穴國瀞騒騒
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京
都
暫
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
勢
京
都
暫
學
會
ト
稽
ス

第
二
鎌
　
本
會
ハ
虞
義
二
於
ヶ
ル
暫
學
ノ
研
究
及
ー
ハ
普
及
チ
以
テ
員
的
ト
ス

第
三
傑
　
本
愈
ヌ
前
町
ノ
昌
的
チ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
趨
一
圃
研
究
會
チ
闇
ク

　
　
一
、
毎
年
響
秋
二
圏
公
醐
講
演
會
子
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
匝
難
誌
『
暫
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

第
四
條
　
本
會
駕
勝
既
チ
京
都
帝
國
大
學
密
葬
部
内
二
躍
ク

第
五
條
本
丁
ノ
纂
業
チ
紬
蕾
ス
〃
不
転
ニ
左
ノ
役
員
チ
舐
ク

　
　
一
、
番
員
（
著
干
名
）
京
都
帝
國
大
難
丈
學
部
暫
學
科
敏
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
看
チ
以
テ
之
二
充
ソ

　
　
｝
、
欝
…
翻
…
（
｝
名
）
舞
…
員
會
二
於
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
蚕
下
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
會
負
タ
ル
づ
ト
テ
得

　
學
較
、
圏
書
館
、
…
教
育
會
、
　
其
他
ノ
圏
髄
ハ
興
劉
髄
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

　
ル
コ
ト
チ
暑

　
　
　
　
　
ぜ

第
七
除
會
員
温
州
費
｝
シ
テ
年
四
闘
凶
拾
饅
、
前
後
二
響
雰
チ
テ
前
納

　
ス
ペ
キ
篭
ノ
｝
ス

第
入
條
主
群
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
會
合
嚇
一
禺
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ソ
難
誌
『
三

哲
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
曾
規
期
ノ
改
正
墾
更
ハ
委
員
倉
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

丈
轟
士

丈
理
博
士

丈
學
搏
士

丈
學
士

丈
醸
博
士

丈
學
搏
士

丈
三
士

丈
學
博
士

二
三
一
士

丈
學
博
士

丈
墨
博
士

丈
畢
樽
士

文
學
博
士

文
學
博
士

島
田
士

丈
學
樽
士

黒米務松藤深波野西朝議田高澤小雨植
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哲
學
研
究
　
第
七
十
二
號

寄
贈
書
籍
雑
誌

一
二
八

メ
ー
曜
ス

宗
敬
哲
學
繕
論

毛
イ
マ
ン

睨
代
の
美
學

哲
學
以
前

リ
ツ
カ
ー
ト

哲
學
の
概
念

ウ
イ
ン
デ
配
バ
ン
ド

ゲ
ー
テ
の
哲
攣
ぜ
プ
ア
ウ
ス
恥

諸
行
無
常
郷
蕊
く
さ
）

文
學
士

東
京

丈
學
士

丈
學
士

丈
學
士

丈
學
士

石
川
縣

征
矢
野
晃
雄
課

大
村
書
店

金
田
　
廉
謬

同
　
　
　
　
店

趨
　
　
隆
著

同
　
　
　
　
店

坂
崎
　
侃
課

同
　
　
　
　
店

高
橋
祓
息
継

同
　
　
　
　
店

騰
烏
　
敏
著

香
　
草
　
舎
．

　
哲
墨
・
研
究
、
丁
酉
倫
理
恥
附
演
集
、
　
心
理
研
究
、
東
洋
晶
質
羅
｝
、
山
ハ
合
糀
一
曲
㈹
b

日
藥
公
論
、
教
育
研
究
、
内
外
教
育
欝
論
、
學
校
教
育
、
敷
育
、
敏
育
學
衛

界
、
敏
育
畦
論
、
國
際
聯
盟
、
教
育
界
、
精
淋
蓮
動
、
理
科
教
育
、



次目號前

カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
観
性
の
問
題
（
承
離
）
…
…
…
…
…
丈
學
士

敢
育
活
動
の
本
質
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
文
學
士

シ
ェ
ル
リ
ン
グ
に
於
け
る
自
由
の
省
営
の
登
展
（
承
前
）
…
…
丈
學
士

文
化
便
値
騰
系
問
題
（
三
）
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
丈
學
樽
士

岡
野
留
次
郎

勝
部
謙
造

世
良
壽
男

米
田
庄
太
郎

36g

｝
二
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金
膣告

一
、
本
會
へ
入
會
希
望
ノ
方
ハ
薩
証
本
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
會
費
（
蘭

　
表
組
　
裏
ニ
ア
ー
1
）
働
納
舜
ノ
上
御
由
・
込
被
三
度
候

　
曾
員
ニ
シ
テ
薄
居
ノ
節
ハ
礁
チ
覧
其
旨
御
報
知
被
下
度
候

　
會
費
ハ
振
替
四
座
大
阪
餐
〇
六
六
盤
番
、
京
都
蓄
蝿
會
宛
テ
ニ

　
御
影
込
撤
下
渡
候

一
　
本
誌
ノ
編
輯
二
關
ス
別
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
寄
贈
難
誌
等
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
獲
迭
被
下
度
候

　　

@　

@　

@　

@鯨

?
鱒
諌
東
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
盤
〇
六
六
盤
番

　
　
　
◎
愈
員
に
あ
ら
ざ
ろ
講
讃
者
の
御
註
文
ル
ぴ
廣
告
に
關
す
ろ
件
は
肉

註
　
　

外
血
出
版
鎌
式
含
働
就
へ
御
申
w
込
下
さ
れ
度
候
　

・
　
－

　
　
　
◎
本
馬
鱒
の
御
謎
丈
に
で
べ
て
代
A
誕
郵
税
甑
ハ
蘭
…
金
に
て
御
蓬
り
下
さ
る

　
　
　
　
べ
く
候

文　
　
　
◎
振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
に
（
振
替
大
阪
襯
晶
二
九
五
遅
番
）
内
外
爾
販

　
　
　
　
橡
式
目
証
宛
に
願
上
倹

規　　
　
◎
前
金
切
れ
の
場
A
口
匡
帯
封
に
「
前
…
金
切
㎝
」
の
印
出
早
抑
捺
致
す
べ
吾
・
に
「

　
　
　
　
付
獄
に
御
…
一
当
下
さ
れ
・
度
一

蹴疋

@
　
◎
特
に
龍
求
書
服
制
添
書
等
を
要
す
る
場
合
ば
郵
券
由
参
銭
御
報
付
下

　　　慨，

」＿、～」

不純’熕bo
　　　；　！

　　む　　　　　　ち

申申嬢一

贋定…

＋i六瓢…T

一肩　．．さ

1｝翼i…犠

雛i騨
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圓i薗正四i
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廣
告
墨

一
頁
　
　
金
湖
頭
圓

孚
頁
ハ
取
扱
不
申

大
正
十
㎜
年
二
η
骨
八
日
印
刷
納
本

大
斑
十
…
年
三
月
一
日
獲
　
　
行

爆
管
者

右
代
表
者

第
七
十
二
號

製複許不

載輔禁

獲
行
看

濫
行
遊

印
鰯
玉

印
刷
所

書
響
犠

第
七
巻

第
三
競

京
都
帝
國
大
儲
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

寳
嚴
方
夫

細動大
秦灘磨四谷

膿鋤蘇仁
　　　　　　ナロア警奇兵崎丁
零二十慧壽衛

登
萱
嘉
言
離
擁
糞
詰
隷
醤

萱
甲
所

（
東
京
）

上
田
屋
、

（
紳
戸
）

（
京
都
）

内
外
出
版
株
式
曾
肚

掘
削
U
座
穴
阪
三
二
九
五
五
畜

　
　
　
　
　
外
膿
土
竃

掘
替
U
座
上
阪
三
二
九
五
五
雷

東
京
堂
、

（
大
阪
）

寳
交
館
、

旺
盛
疵

東
海
堂
．
北
斗
館
、

歌
誌
館
、
三
文
肚

川
獺
書
店

㌦
ボ

9

タ



，
京
都
帝
國
大
學

助
教
授
怯
學
士

新
騒
、昔

田
村
徳
治
先
生
紫
野

菊
判
二
百
入
十
頁

パ
ビ
ソ
ン
美
装

定
傭
武
鎌
入
拾
銭

邊
料
拾
武
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
個
別
科
愚
母
に
文
化
科
學
に
於
い
て
、
學
説
が
多
岐
に
分
れ
て
、
而
も
容
易
に
其
の

二
二
す
る
庭
を
知
ら
な
い
の
は
、
其
れ
に
於
い
て
取
り
扱
は
る
・
…
封
象
を
明
確
に
せ
ざ

る
か
、
若
く
は
蘇
れ
を
明
確
に
す
る
も
．
．
其
の
全
禮
に
有
機
的
統
一
を
與
へ
ざ
る
に
出
・

つ
る
，
本
書
は
此
の
見
解
の
下
に
㍉
一
切
め
封
象
く
例
へ
ば
個
人
、
肚
會
為
自
然
、
文

化
、
實
射
、
属
性
、
素
質
、
贋
値
等
）
を
論
究
・
し
書
し
て
、
以
て
其
の
全
艦
の
關
聯
に

於
い
て
、
各
煮
転
の
意
義
を
決
・
し
、
引
い
て
以
て
個
別
科
學
の
分
野
を
定
む
る
こ
．
こ
に

資
し
よ
う
ご
・
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
而
℃
て
下
れ
を
罪
す
に
詣
り
て
は
、
未
謹
の
前
提

を
避
け
、
推
理
の
過
程
を
明
か
に
し
遇
理
由
を
深
く
尋
ね
、
考
へ
ら
る
べ
き
論
罪
を
網

羅
乙
よ
う
ご
期
し
も
斯
く
て
数
學
的
に
計
算
・
し
且
槍
算
せ
ら
れ
た
か
理
論
を
以
て
、
論

理
的
に
堅
牢
な
る
思
惟
の
大
建
築
を
爲
さ
う
ご
試
み
た
る
も
の
で
あ
る
。
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